
（平常時）
1 ダムに貯められる容量を確保し洪水に備えます。
○通常はダムへ入る量 ＝ ダムから流す量
○ ただし，６月は洪水期（６月２１日～１０月１０日）に
備え，ダムへ入る量よりダムから流す量を多くし ，空
容量を増やします。
（規定の水位【洪水期制限水位】まで下げます。）

ダムへ入る量

ダムから流す量

洪水調節の為の空容量

常用洪水吐
（開けない）

利水放流バルブ

藤井川ダムの洪水調節について（１）

常用洪水吐

利水放流バルブ



（洪水流入時）
２ ダムに洪水を貯めながらダムから流す量を減少
させて下流に流します。

○ ダムへ入る量 ＞ ダムから流す量
○ 常用洪水吐でゲートの開度を調整して，流す量を
調節しています。
○ 計画を超えた大雨が続き満杯になってしまう場合は，
非常用洪水吐からの放流（流入量と同量）となる。

ダムへ入る量

ダムから流す量

常用洪水吐

利水放流バルブ

藤井川ダムの洪水調節について（２）



（洪水終了時）
3 次の洪水に備えてダムに貯めた量を下流に流し，
ダムに貯められる容量を確保します。

○ ダムへ入る量 ＜ ダムから流す量

ダムへ入る量

ダムから流す量

常用洪水吐

低水管理用バルブ

容量を空ける

藤井川ダムの洪水調節について（３）
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流入量ピーク

洪水流量（40㎥/s）

一定率 一定量

流入量345㎥/s

ダムにたまる量

すりつけ操作
（定水位放流）

洪水調節操作
（一定率一定量放流方式） 水位低下操作

流入量＝放流量
（水位を一定に保つ）

流入量＞放流量
（ダムに貯めつつ下流への流量を調節する）

流入量＜放流量
（次の洪水に備えて水位を低下させる）

時間

藤井川ダムの洪水調節について（４）

流入量がピークを迎えるまでは，流入量に
一定率を掛けた放流量で貯めこむ。

ピークを迎えた後は，その時の放流量で
流入量と同程度になるまで放流する。

一定率

一定量


